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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、次の目的から文部科学省が実施するものです。 

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・

分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○ 本取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

○ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

２ 調査の実施に関する芦別市教育委員会の基本的な考え方 

芦別市教育委員会では、本調査の目的からその意義を認め、定められた方法に従って、対象児童生徒

の在籍する市内小中学校で調査実施したものです。 

なお、本調査に対する芦別市教育委員会の基本的な考え方は次のとおりです。 

○ 平成１８年度より既に実施している市内統一学力テストと同様に、各学校が児童生徒の学力・学習状

況を的確に把握し、教育課程の改善と適切な教育指導のために積極的な活用を図ること。 

○ 今回の調査で測定できるのは「学力の一部」であり、児童生徒の学力のすべてではないこと。 

○ 調査結果は、学校や児童生徒の序列化や比較を行うものではないこと。 

○ 調査結果の公表やその結果から検討された改善策の公表などについては、各学校長の判断であること。 

３ 対象学年及び調査人数

○ 小学校第６学年 （４８人）   ○ 中学校第３学年 （５７人）

４ 調査実施日 

令和７年４月１７日（木） 

５ 調査内容等 

調査項目 

小学校 国語（時間４５分間、問題数１４問） 

算数（時間４５分間、問題数１６問） 

理科（時間４５分間、問題数１４問） 

中学校 国語（時間５０分間、問題数１４問） 

数学（時間５０分間、問題数１５問） 

理科（時間５０分間、問題数２６問） 

 教科に関する調査 

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり

常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評

価・改善する力等 

 生活習慣や学習環境に関する質問紙調査

① 児童生徒に対する調査 

・ 調査する学年の児童生徒を対象に、学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関するこ

とを調査 

② 学校に対する調査 

・ 学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等に関す

ることを調査

令和７年度の調査問題・質問紙調査・正答例・解説資料等 

令和７年度全国学力・学習状況調査の調査問題・正答例・解説資料等については、国立教育政策研

究所のホームページに掲載されています。http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
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○　教科に関する調査の状況

【レーダーチャート】
国語 算数 理科 国語 数学 理科

66.4 49 55 55 46 516
　　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出） 65.4 55.2 56.3 54.0 46.7 505

66.8 58 57.1 54.3 48.3 503

〇　質問調査の状況

・５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか

・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、一日当たりどのくらいの時間勉強しますか。

〇　調査結果の分析

〇　今後の改善方策

Ⅱ　全国学力・学習状況調査の結果　
１　芦別市内の状況及び今後の改善方策（概要版） 小学校数:2校、児童数:48人（第6学年）

中学校数:1校、生徒数:57人（第3学年）

・芦別市で配置している学習サポート教員や特別支援教育支援員を活用し、学習に困り感のある伸びしろ層を中心に学力の
底上げを推進する。

小学校 中学校

【平均正答率・平均IRTスコア】 ※中学校理科は平均IRTスコア

小学校 中学校

　・教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレー
ダーチャートで示したもの 芦別市

北海道（公立）
　・中学校理科の結果は、IRTスコアで表されるため、レーダーチャートに表
示していません

全国（公立）

小学校 中学校

・「主体的・対話的で深い学び」の授業改善として、芦別市が取り組んでいる「芦別スタンダード」において、話し合い活動におけ
る協働やまとめの発表、振り返りなどに活用できるアプリを市内で共有し、タブレットの活用を進めた結果、PC・タブレット等の
ICT機器の使用頻度が、小学校でほぼ毎日が7割近く、中学校が9割を超える利用まで高まったと考えられる。

・各学校で、児童生徒同士がやりとりする場面で、PC・タブレットなどのICT機器を週３回以上使用したことにより、学級の友達と
の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていると肯定的に回答した児
童生徒の割合が全国及び全道を上回ったと考えられる。

・小学校で学校の授業時間以外に普段一日当たり1時間以上を勉強している児童の割合は35.4%で全国の54.0％比べかなり少
なく、全く勉強しない児童の割合が12.5%となっている。中学校は、1時間以上勉強している生徒の割合は56.2%と全国の61.6%よ
りやや少ないが、2時間以上勉強している生徒の割合は全国の半分程度であることから、校内で統一した家庭学習の習慣化
の取組を推進していく。

・学力向上のため、家庭での学習時間を増やすことが芦別市の喫緊の課題であることから、家庭の理解と協力のもと、タブレッ
トを持ち帰り、今年度本格導入されたAIドリル（ミライシード）の活用により、家庭学習の質の向上を図る。
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２ 学校改善プラン（芦別小学校第６学年）
令和7年8月～令和8年４月

２．令和７年度学力・学習状況調査の結果概要（学力）

③児童質問紙で、「学校に行くのは楽しい」と回答する子が90％以上。

○

○
○ ○ □「早寝早起き朝ごはん」など規則正しい生活習慣の定着を呼び掛ける。

□ゲームをする時間等に関するルールを各家庭で決めるよう呼び掛ける。
○ ○ □目安の時間を意識した家庭学習習慣の確立を呼び掛ける。

◆国語

◆算数

◆理科

３．令和７年度学力・学習状況調査の結果概要（児童質問紙）
学習について  「芦別スタンダード」及びICTの活用

全国 79 全国 54 全国 87 全国 87
全国 83 全国 80 本校 85 本校 40 本校 90 本校 90
本校 90 本校 85

全国 25 全国 47 全国 83 全国 97
全国 78 全国 85 本校 48 本校 30 本校 78 本校 95
本校 78 本校 90

粒
子

生
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地
球

変
化
と
関
係

デ
｜
タ
の
活
用

エ
ネ
ル
ギ
｜

測
定

①全国学力・学習調査、CRTの国語・算数ともに全国平均以上。

②児童質問紙で、「毎日の家庭での学習時間1時間以上」と回答する子が60％以上。

具体的な改善策
①学校における授業改善

□「まなびタイム(自律学習)」を推進し、学習に対する主体性を育む。
□算数において、既習内容(前学年までの学習内容)の復習を重点的に行う。
□ICT等を活用し、記述力を高める学習活動を進める。

②地域・家庭との連携

②休日の勉強時間（１時間以上） ②将来の夢や目標を持っている ②いじめは絶対いけない

①国語の授業内容がよく分かる ①授業で、課題解決に向けて、自分で考え、自分か
ら取り組んでいる

学習した内容について、分かった点やよくわ
からない点を見直し、次の学習につなげている

①普段の勉強時間（１時間以上） ①自分には良いところがある ①学校へ行くのは楽しい

②算数の授業内容がよく分かる ②授業で、話し合う活動を通して、自分の考
えを深め、広げている

④授業でタブレットを毎日使用している（複数
の授業時間で）

「知識・技能」を問う問題（選択式）での正答率が低いことから全ての領域においての知識・
技能の理解と定着を進める必要がある。

       ◇相当高い（相当低い）  … ±７以上

豊かな心の育成  学校生活

記述式問題の正答率が低い。特に自分の考えを明確に述べる力が十分に育っていないと考えら
れる。情報を関係付けし，自分の言葉で表現する力の向上が重要な課題である。

◇同様          … ±１ポイント未満

◇ほぼ同様（高い・低い） … ±１以上～３未満

図形の性質に関する理解や分割して面積を求める力、分数の概念や異分母の加法が十分に身に
付いていないと考えられる。また、記述力が課題だと考えられる。

◇やや高い（やや低い） … ±３以上～５未満

◇高い（低い） … ±５以上～７未満

□□分析結果□□ ≪基準～全国の正答率との差≫

相当低い ○ ○○ ○ ○
○

やや低い
低い

やや高い ○

ほぼ同様（下位） ○ ○
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同様 ○
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児童質問紙分析結果
■児童にWell-beingが育まれている傾向が見られる。
■規則正しい生活を送っている傾向が見られる。就寝時刻の乱れが少し見られる。
■勉強時間が目安の時間より短い傾向が見られる。
■算数を苦手としている子が多い傾向が見られる。
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２ 学校改善プラン（上芦別小学校第６学年）
令和７年８月～令和８年４月

２．令和７年度学力・学習状況調査の結果概要（学力）

〇 〇 具体的な改善策
〇 ①授業づくり～指導方法等の工夫改善

〇 〇 〇

〇
②環境づくり～授業以外の学習の機会や時間の充実

〇

◆国語 ③習慣づくり～自ら学習する習慣、生活リズム

◆算数

 ◆理科             ◇相当高い（相当低い）  … ±７以上

３．令和７年度学力・学習状況調査の結果概要（児童質問紙） ※「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計

学習について  「芦別スタンダード」及びＩＣＴの活用

全国79 全国 全国 54 全国 87 全国 87
全国 83 全国80 本校88 本校 本校 13 本校 88 本校 100
本校 ## 本校88

全国25 全国 全国 47 全国 83 全国 97
全国 78 全国85 本校38 本校 本校 13 本校 75 本校 100
本校 88 本校##

〇
〇

〇

相当高い
高い
やや高い

ほぼ同様（上位）
同様

ほぼ同様（下位）
やや低い
低い
相当低い

〇 〇
〇

②算数の授業内容がよく分かる

①国語の授業内容がよく分かる ①授業で、課題解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる

≪基準～全国の正答率との差≫

①普段の勉強時間（１時間以上）

②休日の勉強時間（１時間以上）

            ◇同様          … ±１ポイント未満

            ◇ほぼ同様（高い・低い） … ±１以上～３未満

            ◇やや高い（やや低い） … ±３以上～５未満

            ◇高い（低い） … ±５以上～７未満

全国の平均正答率とほぼ同様（上位）だった。領域別では、「地球」が全国より相当高かったが、「生命」領域
が全国より相当低かった。

全体的に、全国の平均正答率より高かった。領域別では、「数と計算」「図形」「測定」が全国より相当高かっ
た。

全国の平均正答率より高かった。領域別では、「情報の扱い方」と「書くこと」が全国より相当高かったが、
「読むこと」が全国よりやや低かった。

□□分析結果□□

②将来の夢や目標を持っている ②いじめは絶対いけない

豊かな心の育成  学校生活
①自分にはよいところがある ①学校へ行くのは楽しい

家庭学習の習慣化

②授業で、話し合う活動を通して、自分の
考えを深め、広げている

④授業でタブレットを毎日使用している(複数時間)

学習した内容について、分かった点やよく分からな
い点を見直し、次の学習につなげている

１．実施期間

国  語
思考力・判断力・表現力知識・技能

我
が
国
の

言
語
文
化

言
葉
の
特
徴

や
使
い
方

読
む
こ
と

〇

情
報
の
扱

い
方

国

語

算

数

理

科

４．改善に向けた取組
数値目標

〇 〇 〇

デ
|
タ
の
活
用

話
す
こ
と

聞
く
こ
と

書
く
こ
と

数
と
計
算

図
形

測
定

変
化
と
関
係

算  数 理 科
エ
ネ
ル
ギ
｜

基礎的・基本的な知識・技能の習得に向けて
・全国学力・学習調査・CRTの国語・算数ともに全国平均以上。
・毎日の家庭学習の習慣化（学年×１０分+１０分）８０％以上
・漢字検定、算数検定受検者８０％以上
・アンケートで「読書は好きです」と回答する児童が８０％以上
②豊かな心の育成に向けて
・アンケートで「将来の夢や目標を持っている」と回答する児童８０％以上

・芦別スタンダードを基本にしつつ、校内研修のテーマである「協働を通じ、自己の考えを広
げ深める子どもたちの育成」を進める。
・ICT活用スキルを発達段階も考慮しながら系統的に伸ばしていく。
・授業で「読む力」を土台とし、言葉で表現する力（書く力・話す力）を育成する。
・将来の夢や目標につながるように「キャリア教育」意識した授業づくりを進める。

・基礎・基本の定着に重点を置き、パワプロ週間、上小っ子ドリル等を推進する。
・発達段階に応じながら、端末の持ち帰りと学習アプリの運用を進める。
・長期休業中の学習サポートや放課後学習等を継続する。

・授業の振り返りを家庭学習に生かす指導を継続的に進める。
・各種調査結果等を保護者と共有し、家庭における学習習慣（AIドリル等の活用）や生活リズ
ムの確立を促す。
・朝読書、ブックトーク、市立図書館との連携等により読書習慣づくりを進める。

粒
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３．令和7年度学力・学習状況調査の結果概要（生徒質問紙） ※「当てはまる」「どちらと言えば 当てはまる」の合計

学習について

全国 73 全国 62 全国 86 86
全国 91 全国 78 本校 75 本校 56 本校 74 74
本校 77 本校 82

全国 30 全国 58 全国 68 96
全国 70 全国 85 本校 79 本校 67 本校 58 97
本校 67 本校 91

全国
本校

①国語の授業内容がよく分かる

②数学の授業内容がよく分かる

豊かな心の育成

①自分にはよいところがある

②将来の夢や目標を持っている

家庭学習の習慣化
①普段の勉強時間（１時間以上）

学校生活

全国
本校

①学校へ行くのは楽しい

②いじめは絶対いけない①土日の勉強時間（１時間以上）

学習した内容について、分かった点やよく分からな
い点を見直し、次の学習につなげている

④授業でタブレットを毎日使用している(複数の
授業時間で)

「芦別スタンダード」及びＩＣＴの活用
①授業で、課題解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる

②授業で、話し合う活動を通して、自分の
考えを深め、広げている
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３　芦別市の正答数の状況（小学校）

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合）

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合）

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合）

　③　理科の正答数の状況

　芦別市の小学６年生の理科（下図）の調査結果からは、中位層から上位層にかけて多くなっていることが
わかります。

　②　算数の正答数の状況

　芦別市の小学６年生の算数（下図）の調査結果からは、中位層が突出して高いことがわかります。

　下のグラフは、正答した問題数ごとの児童の割合を表したもので、棒グラフは芦別市の分布状況を示して
います。

　①　国語の正答数の状況

　芦別市の小学６年生の国語（下図）の調査結果からは、中位層から上位層にかけて多くなっていることが
わかります。
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３　芦別市の正答数の状況（中学校）

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合）

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合）

　　※　IRTスコアは、正答数ではない基準により学力を１～５段階に区分して表されます。

　②　数学の正答数の状況

　芦別市の中学３年生の数学（下図）の調査結果からは、下位層が多いことがわかります。

　下のグラフは、正答した問題数ごとの児童の割合を表したもので、棒グラフは芦別市の分布状況を示して
います。

　①　国語の正答数の状況

　芦別市の中学３年生の国語（下図）の調査結果からは、中位層が多いこと、下位層の一部が高いことがわ
かります。

　【参考：IRTバンド図】中学校理科の結果はIRTスコアにより表示されています。
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Ⅲ　芦別市の児童生徒の質問紙調査票の傾向

　１ 児童質問紙調査の状況（小学生）　

　生活習慣

朝食を毎日食べる

毎日同じくらいの時刻に寝る

毎日同じくらいの時刻に起きる

　全ての項目で全国平均より高い傾向にあります。

　学習習慣

　自尊意識、規範意識、社会貢献

自分にはよいところがあると思う

将来の夢や目標を持っている

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う

人の役に立つ人間になりたいと思う

学校に行くのは楽しい

地域や社会をよくするために何かしてみたい

　国語の学習

国語の授業の内容はよく分かる

　全ての項目で、全国平均より高い傾向にあります。

　算数の学習

算数の勉強が好き

算数の授業の内容はよく分かる

　理科の学習

理科の勉強が好き

　「将来の夢や目標を持っている」の項目で全国平均より低い傾向にありますが、その他の項目で全国平均より高い
傾向にあります。

52.1 45.0 49.9

60.7

87.5 85.6 81.4

質問項目

質問項目

児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

塾や家庭教師の先生に教わっている（オンライン授業を含む） 55.9

29.2 37.2

児童の割合（％）

児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

2.1

43.8 37.7 38.9

58.3 53.5 55.6

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

87.5 80.1 83.3

新聞を読んでいる

35.4 34.5 33.8

　「新聞を読んでいる」、「読書が好き」の項目で全国平均より低い傾向にありますが、「塾や家庭教師の先生に教わっ
ている（オンライン授業を含む）」の項目で全国平均より高い傾向にあります。

読書が好き 36.4

3.5

質問項目

81.3 66.4

77.1 74.1 73.7

52.1 60.7

56.3 44.7 47.3

2.8

45.8 36.1 35.9

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

国語の勉強が好き 39.6 25.4 24.1

22.9 32.5 33.7

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 68.8 59.3 55.9

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

　全ての項目で、全国平均より低い傾向にあります。

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

31.3 38.2 41.7
算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 64.6 67.5 66.1

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 50.0 43.3 44.3

　全ての項目で、全国平均より高い傾向にあります。

79.2 56.9 51.7

60.4 57.0 52.4理科の授業の内容はよく分かる
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　家庭学習の状況

２時間以上３時間未満

１時間以上２時間未満

 ② 学校が休みの日（土日など）に、一日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

 （学習塾や家庭教師、インターネットを活用した学習を含む）

　 休日の家庭学習時間については、１時間以上の割合が全国平均より低い傾向にあります。

　 全くしていないが31.3％と全国平均より高い傾向にあります。

　PC・タブレット等ICT機器の使用状況

ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業）

週３回以上

 ②５年生までの学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することについて、

　次のことはあなたにどれくらい当てはまりますか。

分からないことがあった時に、すぐ調べることができる

楽しみながら学習を進めることができる

画像や動画、音声等を活用することで、学習内容がよく分かる

　（学習塾や家庭教師、インターネットを活用した学習を含む）

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

 ① 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、一日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

22.9 31.5 29.1

３０分以上１時間未満 25.0 32.0 27.4

３時間以上 4.2 6.3 12.1

8.3 10.1 12.8

　　平日の家庭学習時間については、３０分以上の割合が全国平均より低い傾向にあります。

質問項目

児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

３０分未満 27.1 15.5 12.9

全くしていない 12.5 4.5 5.7

　　全くしていないが12.5％と全国平均より高い傾向にあります。

２時間以上３時間未満 6.3 9.2 9.7

１時間以上２時間未満 20.8 30.3 25.6

４時間以上 0.0 2.9 7.4

３時間以上４時間未満 0.0 3.5 4.4

 ① ５年生までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか。

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

１時間未満 39.6 39.7 35.2

全くしていない 31.3 14.4 17.5

25.0 21.8 25.0

週１回以上 8.3 13.9 18.0

ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用） 45.8 33.3 24.5

20.8 24.2 22.2

　授業でPC・タブレットなどのICT機器を使用する頻度については、「ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）」と
回答した割合が全国平均よりも高い傾向にあります。

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

月１回以上 0.0 4.5 7.2

月１回未満 0.0 2.2 3.1

47.9 48.4 46.6

52.1 45.0 45.2

自分のペースで理解しながら学習を進めることができる 43.8 32.1 31.0

66.7 56.6 53.0

友達と協力しながら学習を進めることができる 64.6 48.8 46.3

　全ての項目で、全国平均より高い傾向にあります。

自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる 41.7 31.5 31.6

友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる 54.2 44.5 42.1
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Ⅲ　芦別市の児童生徒の質問紙調査票の傾向

　２ 生徒質問紙調査の状況（中学生）　

　生活習慣

朝食を毎日食べる

毎日同じくらいの時刻に寝る

毎日同じくらいの時刻に起きる

　全ての項目で全国平均より低い傾向にあります。

　学習習慣

　自尊意識、規範意識、社会貢献

自分にはよいところがあると思う

将来の夢や目標を持っている

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う

人の役に立つ人間になりたいと思う

学校に行くのは楽しい

地域や社会をよくするために何かしてみたい

　国語の学習

国語の授業の内容はよく分かる

　数学の学習

数学の勉強が好き

数学の授業の内容はよく分かる

　理科の学習

理科の勉強が好き

　「人の役に立つ人間になりたいと思う」の項目で全国平均より高い傾向にありますが、その他の項目で全国平均より
低い傾向にあります。

33.3 40.9 45.6

35.5

70.2 80.8 77.1

質問項目

質問項目

児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

塾や家庭教師の先生に教わっている（オンライン授業を含む） 40.2

38.6 33.9

児童の割合（％）

児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

1.8

29.8 32.9 34.0

47.4 55.2 54.7

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

70.2 75.8 78.7

新聞を読んでいる

17.5 21.1 22.4

　全ての項目で全国平均より高い傾向にあります。

読書が好き 30.3

1.6

質問項目

50.9 51.3

73.7 71.2 71.3

33.3 36.2

38.6 41.3 40.7

1.9

21.1 29.0 25.4

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

国語の勉強が好き 42.1 25.1 21.6

26.3 26.1 26.5

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 68.4 51.4 47.8

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

　「国語の勉強が好き」、「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う」の項目で、全国平
均より高い傾向にありますが、「国語の授業の内容はよく分かる」の項目で、全国平均より低い傾向にあります。

　「数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う」の項目で、全国平均より高い傾向にありま
すが、「数学の勉強が好き」、「数学の授業の内容はよく分かる」の項目で、全国平均より低い傾向にあります。

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

15.8 29.1 30.1
数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 38.6 35.7 34.9

　「理科の勉強が好き」の項目で、全国平均より高い傾向にありますが、「理科の授業の内容はよく分かる」の項目で、
全国平均より低い傾向にあります。

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 22.8 22.5 22.8

31.6 30.4 30.0

12.3 25.7 26.1理科の授業の内容はよく分かる
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　家庭学習の状況

２時間以上３時間未満
１時間以上２時間未満

 ② 学校が休みの日（土日など）に、一日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。
 （学習塾や家庭教師、インターネットを活用した学習を含む）

　PC・タブレット等ICT機器の使用状況

ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業）
週３回以上

 ① 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、一日当たりどれくらいの時間、勉強を
　しますか。（学習塾や家庭教師、インターネットを活用した学習を含む）

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）
３時間以上 7.0 7.5 9.9

8.8 16.8 20.9
40.4 29.2 30.8

３０分以上１時間未満 22.8 20.9 19.1
３０分未満 17.5 14.4 11.3
全くしていない 3.5 11.0 7.7

　　平日の家庭学習時間については、2時間以上の割合が全国平均より低い傾向にあります。

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）
４時間以上 5.3 4.1 5.3
３時間以上４時間未満 5.3 6.9 8.5
２時間以上３時間未満 21.1 16.5 18.7
１時間以上２時間未満 35.1 25.8 25.4
１時間未満 17.5 26.0 24.1
全くしていない 12.3 18.6 15.4

 ① 1・2年生のときに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用し
　ましたか。

質問項目
児童の割合（％）

芦別市 北海道（公立） 全国（公立）

11.9 15.7

ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用） 78.9 35.3 29.5
14.0 26.7 23.7

　 休日の家庭学習時間については、「１時間未満」、「3時間以上4時間未満」の項目で全国平均より低い傾向
にあります。

　授業でPC・タブレットなどのICT機器を使用する頻度については、「ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）」と
回答した割合が全国平均よりも高い傾向にあります。

　※小学生において実施されていた -②の質問項目については、中学生では実施されなかった。

月１回以上 0.0 3.1 5.3
月１回未満 0.0 1.5 2.0

7.0 21.1 23.3
週１回以上 0.0
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Ⅳ 芦別市教育委員会としての方策 

 学力向上のため、芦別市教育委員会として「授業改善」と「生活習慣の確立」を車の両輪と位置づけ
た取組を推進します。 

１ 授業改善を中心とした方策 

 子どもたちに基礎的・基本的な確かな学力を定着させ、主体的に学習に取り組む姿勢を育成するため
に、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善、ICTの日常的な利活用、学習環境の充実に
焦点を当て重点的に推進します。 

 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 
   学力向上のためには、児童生徒の教育に直接かかわる教職員の専門性の向上を図り、「主体的・対
話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組むことが重要です。また、子ども主体の授業を
実現するため、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化を図り、教師が教える授業から子ど
もが学ぶ授業への転換を図ることも重要です。このことから、次の取組を着実に推進します。 

  ① 各種学力検査（市内統一学力検査（CRT）、全国学力・学習状況調査等）の結果を全教職員で分
析するとともに、「学校改善プラン」を作成し、学力向上に向けて学校が一つのチームとなり組織
的、計画的、継続的に取り組みます。 

② 「主体的・対話的で深い学び」への授業改善を図るため、「見通しを持った課題設定」「協働的
な活動（話し合い活動など）を通し自分の考えを発表する」「何を身に付けたか確認する振り返
り」を授業に位置づけた授業スタイル「芦別スタンダード」をより一層充実させ、授業の質の向
上に努めます。 

③ 各教科で身に付けた知識・技能を日常生活に生かすため、思考力、判断力、表現力等を育て、
学びに向かう力や人間性が発揮できるよう各教科の特性に応じた「見方・考え方」を鍛え、「深い
学び」の実現を図ります。 

④ 教職員の資質向上を図るため、北海道教育委員会の指導主事を招へいし、授業研究を中心とし
た校内研修の充実を図るとともに、各種教育機関の研修会情報を速やかに提供し、教職員への参
加を推奨していきます。 
⑤ 学力・体力・家庭学習の定着、規則正しい生活や読書の習慣化について、数値目標を学校経営
プランニングシートに位置づけ、中間評価・年度末評価を行い、ＰＤＣＡサイクルに基づき目標
達成に取り組み、その状況と学校の対応を公表します。 

 ⑥ 令和の日本型教育である個別最適な学びと協働的な学びの一体な充実に向けた教育実践を進
め、一人ひとりの学習状況に応じた指導を充実させます。また、「分かる・できる・楽しい授業づ
くり」を進めるための学習規律やノート指導、子ども主体の授業を進めるための授業ルールを市
内で統一し、組織的・計画的に取り組みます。 

⑦ 児童生徒による授業アンケートをもとにどの子も伸ばす指導法の工夫・改善に取り組みます 
⑧ 思考力・判断力・表現力等を育む言語活動の充実が図られるように言語環境の整備と教育課程
の改善に取り組みます。 

⑨ 生活科を中心とした「スタートカリュキュラム」を編成し、幼児期に育まれた学習が小学校に
円滑に接続されるように努めます。 
⑩ 芦別市小中一貫教育協議会を核に、芦別市が目指す子ども像を共有し、義務教育９年間と芦別
高校を加えた 12年間を見通し、「進んで学習に取り組む子ども」の育成を踏まえた教育活動を推
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進し、児童生徒間の交流や教職員間の連携を進めます。 
 「ICT の日常的な利活用」 
児童生徒一人一台のタブレットの日常的な利活用に努め、教育のＩＣＴ化を図るために次の取組

を進めます。 
① タブレットを発表や話し合いの場面、協働での意見整理の場面、共同制作の場面など、授業の
様々な場面で効果的に活用し、思考力・判断力・表現力等の育成に努めます。 
② 実物投影機などの視聴覚機器やＩＣＴを活用し、教員による教材提示の工夫を図ります。 
（画像の拡大提示や書き込み、音声や動画など活用） 
③ タブレットを活用し、児童生徒一人ひとりの習熟度に応じた学習や調べ学習の場面、総合的な
学習の時間の探究的な学習の場面での活用を図ります。 
④ 生成 AI 活用のガイドラインを基に個人情報の保護や著作権及び使用上の問題点などについて
の学習を深め、生成AI の授業での活用を進めます。 
⑤ 家庭へのタブレットの持ち帰りを進め、学習支援ツール「ミライシード」を活用し、保護者と
協力して家庭での学習時間を増やすことに取り組みます。 
 「学習環境の充実」 

   児童生徒が学習しやすい環境を整備し学力向上を図るため、次の取組を推進します。 
 ① 学習サポート教員や特別支援教育学習支援員の活用により、学力向上に向けた指導体制の整備
を図り、ＴＴ（ティームティーチング）、習熟度別少人数指導など学習形態の工夫・改善を行い、
個に応じたきめ細やかな指導が行われるよう学習環境の充実を図ります。 
② 小学校において、教科指導の専門性を持った教員による教科担任制（理科・英語）や学年の担
任間での授業交換により、中学校との接続や児童の学習内容の理解度・定着度の向上を図ります。 

③ 外国語教育の充実を図るため、ＡＬＴを配置し、外国語によるコミュニケーション能力の育成
や外国の文化や歴史等を理解する態度の育成に努めます。 

④ 「通級指導教室」の設置により、通常学級に在籍する学習に困り感のある児童生徒一人ひとり
のニーズに応えるため、学校が一体となって適切な支援に努めます。 

⑤ 教室に入りづらい生徒のための不登校対策として「リフレッシュルーム」を中学校に開設し、
生徒が安心できる「居場所づくり」に努めます。 

⑥ 特別支援教育学習支援員の活用により、学習に困り感やつまずきのある児童生徒に対する支援
や学力下位層に対する支援を充実し、全体的な学力の底上げを図ります。 

⑦ 基礎学力の定着や学習習慣の定着を図るため、学習支援ツール「ミライシード」を導入し、児
童生徒の学習を支援します。 

⑧ 学校の指導体制に見合った適正な授業時数を確保し、各教科の年間指導計画が確実に実施され
るよう教育課程の編成・実施・評価・改善を図ります。 

⑨ 学習活動の基盤となる言語能力を育成するために、学校生活全体において言語環境を整備する
とともに、国語科を要として、各教科の特質に応じた言語活動の充実を図ります。 

⑩ 定期テストや学力テスト、道が推奨するチャレンジテスト等を計画的に実施して、子どもたち
の学力状況を把握し、補充・進化・発展する学習指導を充実します。 

⑪ 漢字、算数・数学、英語検定などの検定試験を推奨し、目標を持って取り組ませ、成果を出す
ことで喜びや達成感を味合わせ、チャレンジ精神の向上と基礎学力の向上を図ります。 
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２ 生活習慣の確立のための方策 

確かな学力を支えるためには、安心して学校生活を送れる「ウェルビーイング」への取組や「規則正
しい生活」、「家庭学習の習慣化」は欠かせないことからその定着に積極的に取り組みます。 

 安心して学校生活を送れる「ウェルビーイング」への取組 
 ① 日々の生活や授業で得られる達成感からもたらされる自己肯定感を高め、意欲的に活動する子
どもの育成を目指します。 

② Q-U（学級満足度・学級生活意欲調査）の結果を活用し、教育相談を通して生徒理解を図り、
子どもたちにとって安心できる「心の居場所」づくりに努めます。 

③ 地域における学びを通して、地域の人々とのつながりから共感的・協調的な関係を築き、安全
安心な教育環境をつくります。 
 「規則正しい生活」と「家庭学習の習慣化」 

 ① 保護者や地域に向けた「教育だより」を発行し、基礎的・基本的な学力を身につけることの意
義や重要性、そのための家庭学習の定着をはじめ、生活習慣の確立には保護者や地域の果たす役
割は大きく、その関心を高めるため具体的な手立てを掲載するなど、役立つ内容を継続的に情報
発信します。 

② 「家庭学習の手引き」や生活リズムチェクシート等を活用し、自らの生活時間をコントロール
できる資質能力を育成し、家庭学習の習慣化を図ります。 

③ 小中学校が連携し、中学校の定期テストに合わせ、家庭と連携した「家庭学習強調週間」に取
り組みます。 

④ 各学校が実施する長期休業日を活用した補充的・発展的な学習会や教育委員会が主催する「や
さしいサポート教室」を実施し、自主的に学習する態度の育成や補充的な学習の機会とする取組
を推進します。 

⑤ 各種検定試験（漢字検定、算数・数学検定、英語検定）の受検料について公費助成を行い、家
庭の協力や励ましのもとに目標に向かって達成する喜びを与えます。 

⑥ 朝読書や読書週間の設定、ブックトークの実施、家庭での読書、ＰＴＡボランティアによる読
み聞かせなどを通して、小学校低学年から文字（言語）に親しむ資質・能力の育成に学校と家庭、
さらに学校と市立図書館等が連携して取り組みます。 

⑦ 全校で取り組む新体力テストや一校一実践の取組、体育の授業、体育的行事への参加により運
動への関心意欲を高めます。また、新体力テストの結果分析をもとに作成した「体力向上プラン」
を活用し、各校が児童生徒の実態に合わせた運動の日常化を図る取組を強化します。 
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≪ 参 考 資 料 ≫ 

１ 小学校第６学年の全国学力・学習状況調査の結果（成果と課題）…１６

２ 中学校第３学年の全国学力・学習状況調査の結果（成果と課題）…１８ 

３ 中学校第３学年における３年前（令和４年度時）との経年変化……１９
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【参考資料】 

１ 小学校第６学年の全国学力・学習状況調査の結果（成果と課題） 

(1) 国語の結果について 

① 国語（全１４問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

【インタビューの様子の一部】で小森さ

んが傍線部イのように発言した理由と

して適切なものを選択する

話し手の考えと比較しながら、自分の考え

をまとめることができるかどうかをみる 
話すこと・聞くこと 

【ちらし】の二重傍線部を、【調べたこ

と】を基に詳しく書く 

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく

書いたりするなど、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫することができるか

どうかをみる 

書くこと 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下） 

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

山田さんが手ぬぐいの様子について言

葉と図で説明した理由として適切なも

のを選択する 

図表などを用いて、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫することができるか

どうかをみる 

書くこと 

【話し合いの様子】の田中さんの発言の

空欄Ａに当てはまる内容として適切な

ものを選択する

目的に応じて、文章と図表などを結び付け

るなどして必要な情報を見付けることがで

きるかどうかをみる 

読むこと 

(2) 算数の結果について 

① 算数（全１６問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

該当なし 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下）

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

２０２２年の全国のブロッコリーの

出荷量が２００２年の全国のブロッ

コリーの出荷量の約何倍かを、棒グ

ラフから読み取って選ぶ 

棒グラフから、項目間の関係を読み取ることが

できるかどうかをみる 

数と計算 

データの活用 

都道府県Ａのブロッコリーの収穫量

が増えたかどうかを調べるために、

適切なグラフを選び、出荷量の増減

を判断し、そのわけを書く 

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量

の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて

記述できるかどうかをみる 

データの活用 

示された表から、「春だいこん」や「秋

冬だいこん」より「夏だいこん」の出

荷量が多い都道府県を選ぶ 

簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選

ぶことができるかどうかをみる 
データの活用 

示された平行四辺形をかくため、コ

ンパスの開く長さを書き、コンパス

の針を刺す場所を選ぶ 

平行四辺形の性質を基に、コンパスを用いて平

行四辺形を作図することができるかどうかを

みる 

図形 

方眼上の五つの図形の中から、台形

を選ぶ 

台形の意味や性質について理解しているかど

うかをみる 
図形 

五角形の面積を求めるために五角形

を二つの図形に分割し、それぞれの

図形の面積の求め方を書く 

基本図形に分割することができる図形の面積

の求め方を、式や言葉を用いて記述できるかど

うかをみる 

図形 

数直線上に示された数を分数で書く 

数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位

分数の幾つ分として捉えることができるかど

うかをみる 

数と計算 

１／２＋１／３の計算をする 
異分母の分数の加法の計算をすることができ

るかどうかをみる 
数と計算 
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設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

使いかけのハンドソープがあと何プ

ッシュすることができるのかを調べ

るために、必要な事柄を判断し、求め

方を書く 

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問題

を解決するために必要な数量を見いだし、知り

たい数量の大きさの求め方を式や言葉を用い

て記述できるかどうかをみる 

数と計算 

測定 

変化と関係 

データの活用 

１０％増量したつめかえ用のハンド

ソープの内容量が、増量前の何倍か

を選ぶ 

「１０％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」

が「増量前の量」何倍になっているかを表すこ

とができるかどうかをみる 

変化と関係 

(3) 理科の結果について 

① 理科（全１４問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき、

適切な像にするための顕微鏡の操作を

選ぶ

顕微鏡を操作し、適切な像にするための技

能が身に付いているかどうかをみる 
「生命」を柱とする領域 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下） 

設問の概要 趣   旨 学習指導要領の内容 

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込

む時間の違いを調べる実験の条件につ

いて、コップＡの土の量と水の量から、

コップＢの条件を書く

赤玉土の粒の大きさによるしみ込み方の違い

について、赤玉土の量と水の量を正しく設定

した実験の方法を発想し、表現することがで

きるかどうかをみる 

「地球」を柱とする領

域 

乾電池２個のつなぎ方について、直列に

つなぎ、電磁石を強くできるものを選ぶ 

乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関

する知識が身に付いているかどうかをみる 

「エネルギー」を柱と

する領域 

レタスの種子の発芽の結果から、てるみ

さんの気付きを基に、見いだした問題に

ついて書く 

レタスの種子の発芽の条件について、差異点

や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表

現することができるかどうかをみる 

「生命」を柱とする領

域 
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中学校第３学年の全国学力・学習状況調査の結果（成果と課題） 

(1) 国語の結果について 

① 国語（全１４問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

設問の概要 出題の趣旨 学習指導要領の内容 

物語の初めに問いかけが示されていることに

ついて、その効果を説明したものとして適切

なものを選択する

表現の効果について、根拠を明確に

して考えることができるかどうかを

みる 

読むこと 

「しきりと」の意味として適切なものを選択

する 

事象や行為を表す語彙について理解

しているかどうかをみる 

言葉の特徴や使い方に

関する事項 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下） 

該当なし

(2) 数学の結果について

① 数学（全１５問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

設問の概要 趣   旨 学習指導要領の内容 

一次関数ｙ＝６ｘ＋５について、ｘの

増加量が２のときのｙの増加量を求め

る 

一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、変化の割

合を基に、ｘの増加量に対するｙの増加量

を求めることができるかどうかをみる 

関数 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下）

設問の概要 趣   旨 学習指導要領の内容 

ある学級の生徒４０人のハンドボール投げの記

録をまとめた度数分布表から、２０ｍ以上２５

ｍ未満の階級の相対度数を求める 

相対度数の意味を理解しているかど

うかをみる 
データの活用 

連続する二つの３の倍数の和が９の倍数になる

とは限らないことの説明を完成するために、予

想が成り立たない例をあげ、その和を求める 

事柄が常に成り立つとは限らないこ

とを説明する場面において、反例を

あげることができるかどうかをみる 

数と式 

平行四辺形 ABCD の辺 BC、DA を延長した直線上

に BE＝DF となる点 E、Fを取り、辺 ABと線分 FC

の交点を G、辺 DCと線分 AEの交点を Hとしたと

き、四角形 AGCH が平行四辺形になることを証明

する 

ある事柄が成り立つことを構想に基

づいて証明することができるかどう

かをみる 

図形 

(3) 理科の結果について 

① 理科（全２６問）の成果と課題のあった設問 

ア 成果のあった設問の概要（平均正答率が全国比＋７％以上） 

該当なし 

イ 課題のあった設問の概要（平均正答率が全国比－７％以下）

設問の概要 趣   旨 学習指導要領の内容 

塩素の元素記号を記述する 

塩素の元素記号を問うことで、元素を記号

で表すことに関する知識及び技能が身に付

いているかどうかをみる 

「粒子」を柱とする領域 
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３　中学校第３学年における３年前（令和４年度時）との経年変化
　・中学校理科の結果は、IRTスコアで表されるため、レーダーチャートに表示していません

　・このレーダーチャートは、中学校３年生の３年前（令和４年度小学校６年生時）と現在の結果を比較したものです 国語 算数 理科 国語 数学 理科

59 58 63 55 46 516

64 61 63 54.0 46.7 505

66.5 63.2 63.3 54.3 48.3 503

※中学校理科は平均IRTスコア

小学校（小学校６年生） 中学校（中学校３年生）

芦別市

３年前（R４） 現在（R7）

【平均正答率・平均IRTスコア】

全国（公立）

北海道（公立）

分析

・国語では、小学校時の正答率は7.5ポイント下回っていましたが、中学校3年生では全国を0.7ポイント上
回っています。
・算数・数学では、小学校時の正答率は5.2ポイント下回っていましたが、中学校3年生では全国より2.3ポ
イント下回ったものの全国との差を2.9ポイント縮め全国とほぼ同様になりました。
・理科では、小学校時の正答率は全国と同様でしたが、分析方法が変更したため正確な比較とはなりま
せんが、中学校3年生では平均IRTスコアで516となり、全国平均503より13ポイント高い結果になりまし
た。

国語（話すこと・

芦別市内小学校

北海道（公立）

全国（公立）
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数学（データの

活用）
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